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院
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知
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提
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人
の
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の
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補
の
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直
し
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
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紙
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送

付
す
る
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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
五
人
の
カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
の
候
補
の
見
直
し
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
国
民
の
疑
念
を
晴
ら
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
明
確
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で

は
な
い
が
、
御
指
摘
の
「
防
衛
監
察
監
（
当
時
）
」
は
、
防
衛
大
臣
の
命
に
よ
り
、
関
係
法
令
に
基
づ
い
て
、
職
務
を
遂
行

し
た
も
の
と
承
知
し
て
お
り
、
「
カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
の
委
員
長
に
任
命
す
る
こ
と
は
不
適
切
で
は
な
い
か
」
と
の
御
指
摘

は
当
た
ら
な
い
。 

二
の
１
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
大
き
く
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
大
使
の

任
命
に
つ
い
て
は
、
適
材
適
所
の
観
点
に
立
っ
て
公
正
か
つ
厳
格
に
判
断
し
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。 

二
の
２
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
人
事
案
は
、
首
長
た
る
内
閣
総
理
大
臣
及
び
そ
の
他
の
国
務
大
臣
で
組
織
さ
れ
る
内
閣
と
し
て
、
関
係
法
令
に

基
づ
い
て
、
候
補
者
を
選
定
し
、
両
議
院
の
同
意
を
求
め
る
旨
の
閣
議
決
定
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

三
及
び
四
に
つ
い
て 



 

２ 

 

 
 

御
指
摘
の
「
審
議
会
等
の
整
理
合
理
化
に
関
す
る
基
本
的
計
画
」
（
平
成
十
一
年
四
月
二
十
七
日
閣
議
決
定
。
以
下
「
整

理
合
理
化
計
画
」
と
い
う
。
）
は
、
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
八
条
並
び
に
内
閣
府
設
置

法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
三
十
七
条
及
び
第
五
十
四
条
の
審
議
会
等
（
以
下
「
審
議
会
等
」
と
い
う
。
）
を

対
象
と
し
て
い
る
。 

 
 

カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
は
、
同
法
第
四
十
九
条
第
三
項
及
び
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
（
平
成
三
十
年
法
律
第
八
十

号
）
第
二
百
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
内
閣
府
の
外
局
と
し
て
設
置
さ
れ
る
委
員
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
審
議
会
等

に
は
該
当
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
整
理
合
理
化
計
画
は
適
用
さ
れ
な
い
た
め
、
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

 
 

政
府
と
し
て
は
、
同
法
第
二
百
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
人
格
が
高
潔
で
あ
っ
て
、
カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
の
所
掌

事
務
の
遂
行
に
つ
き
公
正
な
判
断
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
識
見
の
高
い
者
を
委
員
長
等
の
候
補
者
と
し
て
選
定
し
、

人
事
案
を
両
議
院
に
提
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
見
直
し
を
行
う
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。 


